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No.193

令和５年６月30日現在
会員数：825名

　　男性647名 女性178名

令
和
５
年
度
定
時
総
会

　
令
和
５
年
６
月
23
日（
金
）午
後
１
時
30
分
よ

り
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和

５
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
定
時
総
会
以
来
、４
年
ぶ
り
に
通

常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
行
方
愼
一
郎
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、ご
多
用
の

中
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
方
々
か
ら
心

温
ま
る
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
習
志
野
市　
長　
　
宮
本　
泰
介　
様

　
習
志
野
市
議
会

　
　
　
　
議　
長　
　
佐
々
木　
秀
一　
様

　
習
志
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
副
会
長　
　
鈴
木　
と
し
江　
様

　
習
志
野
商
工
会
議
所　

　
　
　
　
専
務
理
事　
斉
藤　
勝
雄　
様

　
休
憩
を
挟
み
再
開
後
、
役
員
表
彰
、
会
員
表
彰

が
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
森
嶋
準
一
氏（
谷
津
・
奏
の
杜
地
区
）が
議
長
に

選
出
さ
れ
、
進
行
上
の
諸
注
意
が
あ
り
、
審
議
に

入
り
ま
し
た
。

　
各
議
案
と
も
承
認
さ
れ
、午
後
２
時
45
分
に
本

総
会
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

報
告
第
１
号　
令
和
４
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
２
号　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
１
号　
令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
監
査
報
告

報
告
第
３
号　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
４
号　
令
和
５
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　
理
事
の
選
任
に
つ
い
て　

議
案
第
３
号　
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
定
時
総
会
終
了
後
、令
和
５
年
度
臨
時
理
事
会

を
開
催
し
、
代
表
理
事
２
名（
会
長
、
副
会
長
）並

び
に
業
務
執
行
理
事
１
名（
常
務
理
事
）の
選
定
を

行
い
、次
の
方
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

会　
　
長　

行
方　
愼
一
郎

　
（
花
咲・屋
敷・大
久
保・泉・本
大
久
保
地
区
理
事
）

副
会
長　
市
村　
勉

　
（
津
田
沼・袖
ケ
浦
地
区
理
事
）

常
務
理
事　

内
海　
忠

　
（
会
長
推
薦
理
事
）

い
ち
む
ら
つ
と
む

う
ち
う
み
た
だ
し

な
め
か
た

し
ん
い
ち
ろ
う

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
　

会
長　

行
方 

愼
一
郎

　　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
、
公
益
社
団
法
人
習
志
野

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　
　

　

６
月
23
日
の
令
和
５
年

度
定
時
総
会
及
び
臨
時
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表

理
事
・
会
長
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
も
緩
や
か
に
な

り
、
社
会
全
体
に
活
力
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
10
月

か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

始
ま
り
、
厳
し
い
事
業
運
営

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。　

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、役
職
員
・
事
務
局
と
力
を

併
せ
て
着
実
に
事
業
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮本泰介市長宮本泰介市長行方愼一郎会長行方愼一郎会長
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私
は
新
潟
県
柏
崎
市
で
生
ま
れ
育
ち
、

我
が
家
か
ら
は
日
本
海
の
海
辺
ま
で
徒
歩

10
分
く
ら
い
、
Ｊ
Ｒ
越
後
線
柏
崎
駅
よ
り

徒
歩
同
じ
く
10
分
ほ
ど
で
す
。

　
冬
の
海
は
荒
れ
て
い
て
空
も
海
も
灰
色

で
、
見
た
だ
け
で
も
寒
空
で
す
。
滅
多
に

晴
れ
間
の
な
い
日
本
海
は
４
～
５
ヶ
月
間

そ
ん
な
空
で
す
。
信
じ
ら
れ
ま
す
か
？
そ

の
上
冬
は
積
雪
で
、
春
先
晴
れ
て
も
道
路

は
び
し
ょ
濡
れ
で
半
年
は
長
靴
生
活
。

　
反
面
サ
マ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
楽
し
い
こ
と

い
っ
ぱ
い
！
小
学
校
時
代
体
育
の
時
間
が

海
水
浴
な
ん
で
す
よ
。
授
業
中
な
の
に
キ

ャ
ー
キ
ャ
ー
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達
と
遊
び

ま
し
た
ね
。
学
校
の
授
業
以
外
に
は
海
水

浴
場
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
バ
ス
で
遠
く
ま

で
行
く
の
が
楽
し
く
、
番
神
海
岸
や
鯨
波

海
岸
な
ど
岩
場
も
あ
る
の
で
、
透
明
で
綺

麗
な
海
中
に
潜
っ
て
は
岩
陰
で
ヤ
ド
カ
リ

や
海
藻
を
取
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
叔
父
に
連
れ
ら
れ
て
夕
刻
暗
く
な
っ
て

か
ら
、
ザ
ル
と
バ
ケ
ツ
を
も
っ
て
鵜
川
の

河
口
で
シ
ラ
ス
よ
り
大
き
め
の
白
魚（
し

ら
う
お
）で
、生
き
た
ま
ま
踊
り
食
い
と
言

っ
て
口
に
す
る
の
が
叔
父
は
大
好
き
で
し

た
。
が
私
は
ダ
メ
で
し
た
、
だ
っ
て
口
の

中
で
動
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
で
は
高

級
料
理
だ
と
し
て
も
好
き
で
な
い（
笑
）そ

れ
と
、
イ
ベ
ン
ト
が
二
つ
あ
り
ま
し
て
、

一
つ
は
海
岸
で『
柏
崎
大
花
火
大
会
』で
す
。

　
母
は
和
裁
教
室
の
先
生
で
し
た
が
、
依

頼
中
の
反
物
も
た
く
さ
ん
預
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
日
だ
け
は
早
く
夕
飯
食
べ
、

玄
関
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
と
雑
巾
を
用

意
し
て
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
浜

辺
に
集
い
ま
し
た
。
帰
宅
時
足
が
埃
だ
ら

け
に
な
る
の
で
、
足
を
拭
い
て
家
に
上
が

れ
る
よ
う
に
母
が
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
母
や

姉
や
兄
が
言
う
に
は
、『
ど
ど
ー
ん
』と
上

が
る
た
び
に
、
幼
児
の
私
は
泣
い
て
わ
ず

ら
わ
し
か
っ
た
と
か
。で
も
今
は
花
火
大
、

大
、
大
好
き
で
す
。
海
上
ス
タ
ー
マ
イ
ン

は
船
上
か
ら
打
ち
上
げ
る
の
で
、
扇
形
花

火
は
他
で
は
見
ら
れ
な
い
す
ば
ら
し
い
も

の
で
す
。
そ
の
上
空
の
花
火
が
海
面
に
映

る
さ
ま
は
、
最
高
の
花
火
で
す
。
毎
年
7

月
20
日
と
曜
日
関
係
な
く
日
程
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は『
え
ん
ま
い

ち
』で
す

　
閻え

ん
ま魔
堂
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
祀

る
祭
り
で
す
。
駅
近
の
メ
イ
ン
大
通

り
の
両
サ
イ
ド
に
出
店
が
た
く
さ
ん

並
び
ま
す
。
当
時
面
白
か
っ
た
の
が

バ
ナ
ナ
売
り
！
皿
売
り
は
大
き
な
洋

皿
を
パ
ラ
パ
ラ
並
べ「
ほ
ら
も
っ
て
け

泥
棒
!!!
」な
ど
言
っ
て
お
客
を
笑
わ
せ

な
が
ら
た
た
き
売
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
新
潟
地
震
な
ど
、
大
き
な
地
震
が
何

度
か
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
都
度
、復
興

を
成
し
遂
げ
た
我
が
ふ
る
里
を
自
慢
し

た
い
で
す
。

　【
新
潟
弁「
方
言
」】

　
だ
か
ら
➡
だ
ー
す
け

　
寒
い
➡
さ
ー
み
ぃ
　
　

　
暖
か
い
➡
あ
っ
た
け
　
　

　
疲
れ
た
➡
な
ぁ
ん
ぎ

　
た
く
さ
ん
➡
い
っ
ぺ
こ
と
　

　
恥
ず
か
し
い
➡
し
ょ
う
し
　

　
何
も
な
い
➡
な
ー
ん
も
ね
ー

　
～
だ
か
ら
➡
～
だ
こ
て
ぇ

　
柏
崎
海
岸
の
波
を

　
パ
ス
テ
ル
画
で
描
き
ま
し
た

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

香
澄
地
区　

桑
山　

友
子
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などなど。
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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
令
和
５
年
８
月
17
日（
木
）

　
午
後
２
時
～

　
『
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野　
集
会
室
１
』

　
令
和
５
年
９
月
15
日（
金
）

　
午
後
２
時
～

　
『
新
習
志
野
公
民
館　
講
義
室
Ⅱ
』

　

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
袖
ケ
浦
作
業
所

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

�

（
事
務
局
）

行
事
予
定

　「生きがい」ってなに？
調べると“生き甲斐（行為
の結果）”と漢字で表され、
「生きていてよかったと思
えること」「生きるはりあ
い」「生きている価値」など
と解説しています。人そ
れぞれが抱く主観である
生きる目的を叶える高齢
者の手段の一つに“シルバ
ー人材センター”が存在す
るでしょう。個人では難し
いことでも、社会で認知さ
れている組織の一員とし
て就業を通じた緊張感と
相応の報酬である配分金
に加え、心身ともに健やか
さも手にできるでしょう。
生命の“誕生”と“最後”を選
べない私たち人間は、自身
の考えや生き方、いわゆる
前に進み時を重ねる道を
その都度選択して今日を
迎えていると思えます。余
命を充実させましょう。

広報部会

集 記編 後

出
張
入
会
説
明
会（
不
定
期
）

エ
ッ
セ
イ

関
　
博
夫

関
　
博
夫  （
花
咲
地
区
）

（
花
咲
地
区
）

　
学
生
時
代
の
運
動
部
仲
間
で
、
後
に

「
仏
師
」と
な
っ
て
い
た
男
が
い
る
。

　
信
州
在
住
で
7
年
前（
平
成
28

年
）に
彼
か
ら
作
品
展
へ
の
招
待
状

が
届
き
、
5
月
に
家
内
と
会
場
と
な

っ
た
長
野
県
岡
谷
市
の【
考
古
館
】

に
駆
け
付
け
た
。
本
人
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
作
品
展
は
2
回
目
で
最
初

は
平
成
17
年
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

そ
も
そ
も
木
彫
り
に
魅
せ
ら
れ
て

彫
り
始
め
た
の
が
34
年
前
か
ら
と

言
う
の
で
び
っ
く
り
。

　
作
品
は
3
尺
以
上
の
毘
沙
門
天
を

始
め
、大
小
70
点
。

『
よ
く
も
ま
ぁ
こ
ん
な
に
多
く
の
仏

像
を
彫
っ
た
も
の
だ
』と
感
心
と
い

う
よ
り
も
仰
天
だ
っ
た
。

　　
思
い
起
こ
す
と
大
学
1
年
生
の
冬
、

彼
の
実
家
が
冷
凍
魚
を
解
凍
、
加
工
し

て
総
菜
と
し
て
商
店
に
卸
す
仕
事
を
し

て
い
て
、
彼
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
誘
わ

れ
信
州
迄
行
っ
た
。
寒
さ
に
震
え
な
が

ら
約
2
週
間
、
き
つ
か
っ
た
が
結
構
な

バ
イ
ト
代
を
稼
が
せ
て
い
た
だ
き
、
ブ

レ
ザ
ー
を
新
調
し
、
正
月
に
帰
省
し
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

　
こ
の
7
年
前
の
再
会
は
、
所
属
し

て
い
た
運
動
部
の
創
部
55
周
年
記
念

行
事（
年
月
不
明
）以
来
で
と
て
も

久
し
ぶ
り
で
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、

先
輩
後
輩
を
仲
間
に
迎
え
て
の
麻

雀
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
で
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
計
画
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
私
の
田
舎（
西
伊
豆
地
方
）

の
温
泉
と
海
と
世
界
遺
産
巡
り
を

楽
し
ん
で
貰
い
た
い
と
7
月
初
旬

を
目
標
に
計
画
中
。
彼
は
車
で
参
加

す
る
と
云
う
の
で
観
光
に
は
好
都

合
と
な
っ
た
。


